
28 畜産生産能力・体制強化推進事業
【５２６（３９６）百万円】

対策のポイント
繁殖基盤の強化を図るため、肉用牛の繁殖肥育一貫経営や地域内一貫生産を

推進するとともに、生産基盤強化に向けた肉用牛・乳用牛・豚に係る家畜改良
等を支援します。

＜背景／課題＞

・我が国畜産の安定的な発展、競争力強化のためには、優れた個体の選抜・利用による

家畜能力の向上と家畜の能力を充分に発揮させる飼養環境づくりが重要です。

・また、肉用牛生産において、高齢化や離農の進展により農家戸数や飼養頭数が減少す

るなど、生産基盤の弱体化が懸念されています。

・このため、高能力な家畜を生産するための家畜改良、家畜の能力を十分に発揮するた

めの個体管理を推進する取組等を支援するとともに、肉用牛の繁殖肥育一貫経営や地

域内一貫生産を推進することにより、畜産の生産基盤の強化を図る必要があります。

政策目標
○生乳の生産量：745万トン（平成25年度）→750万トン（平成37年度）
○牛肉の生産量： 51万トン（平成25年度）→ 52万トン（平成37年度）
○豚肉の生産量：131万トン（平成25年度）→131万トン（平成37年度）

＜主な内容＞

１．家畜能力等向上強化推進
遺伝子解析情報等を活用した新たな評価手法による生涯生産性の向上、多様性を確

保した家畜の系統・品種の活用促進、肉質・繁殖能力の改良の加速化等を推進する取

組を支援します。

補助率：定額、１／２以内

事業実施主体：農業者集団、民間団体

２．牛の個体識別情報活用の効率化・高度化対策
牛の個体識別番号をキーとして飼養管理等の生産関連情報を全国ベースで利用でき

る体制を整えることにより、家畜改良及び飼養管理の効率化・高度化を推進する取組

を支援します。

補助率：定額、１／２以内

事業実施主体：民間団体

３．繁殖肥育一貫経営等育成支援
肉用牛生産の構造改革を進め、繁殖基盤の強化を図るため、肉用牛肥育経営の一貫

化や地域内一貫生産を推進する取組を支援します。

補助率：定額、１／２以内

事業実施主体：農業者集団、民間団体

［お問い合わせ先：生産局畜産振興課（０３－６７４４－２５８７）］

［平成30年度予算の概要］
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